
県内における埋蔵文化財の発掘調査及び考古学上の学術技術の研究・研修を行うとともに、文化財保護思想の涵養と普及を図り、県民生活の向上と地域文化
の進展に寄与するため次の事業を実施した。

（１）埋蔵文化財の調査、保護のための発掘調査
ア　一般調査受託事業

当初契約額
変更契約額

(消費税を除く）(円）

確認調査 千田の台遺跡（2）ほか17遺跡
東日本高速道路 本調査 千田の台遺跡（2）ほか10遺跡

株式会社 整理 大安場Ⅴ遺跡（2）ほか9遺跡
報告書刊行 大安場Ⅴ遺跡（2）
確認調査 北下遺跡（13）

①平成30年3月19日 整理 北下遺跡（13）
東日本高速道路 ②平成31年3月7日 報告書刊行 北下遺跡（13）・（15）～（17）

株式会社 ③令和2年3月12日 (H29) 2,660,000
④令和3年3月10日 （R3） 3,423,000 （変更契約） ①～④ 履行期間の延長
⑤令和4年3月28日

確認調査 小泉館遺跡ほか34遺跡
本調査 小泉仲峯遺跡（3）ほか18遺跡
整理 山木遺跡（1）～（3）

(R2） 112,199,000
（R3） 1,116,041,000

3,606,821,000 (R3） 1,805,542,000
1,920,401,000 (総額) 1,920,401,000

　 イ　発掘支援受託事業
当初契約額
変更契約額

(消費税を除く）(円）

（変更契約） 履行期間の延長
原契約 R2.5/27～R3.3/31

（流山市・柏市） 変更後 R2.5/27～R3.6/30

（変更契約） 単価契約項目の追加

　　　 （多角測量（ＧＮＳＳ測量））

1
727,682,000

686,078,000 令和4年3月31日

令和3年度首都圏中央連絡自動車道路（大
栄～横芝）埋蔵文化財発掘調査

（成田市・多古町・芝山町・横芝光町）

令和３年度　事業報告等について

１－１　文化財の発掘調査及び普及啓発事業（公益目的事業）

番
号

事　　　業　　　名
（　市　町　村　名　）

委　　託　　者
精　　算　　額

終　　了　　日 備　　　　考
当初契約年月日
変更契約年月日

2

7,611,000

令和4年3月31日

6,083,000
平成29年度東京外かく環状道路（市川区
間）埋蔵文化財発掘調査業務

（市川市）

平成29年4月1日

6,083,000

合　　　　　　計 発掘調査 52件　合計対象面積 541,950㎡

3

更なる機能強化整備に係る埋蔵文化財調
査（2021）

成田国際空港
株式会社

2,871,528,000
令和4年3月31日

1,228,240,000

令和4年3月30日
1,228,240,000

（成田市・芝山町・多古町）

令和3年2月25日

番
号

事　　　業　　　名
（　市　町　村　名　）

委　　託　　者
精　　算　　額

終　　了　　日
当初契約年月日
変更契約年月日

1
（令和２年度契約分）
埋蔵文化財発掘調査支援業務の変更契約 千葉県 単価契約 43,140,478

2

（令和３年度契約分）
埋蔵文化財発掘調査支援業務

千葉県 単価契約 429,812,225
令和3年5月26日
令和3年8月18日

令和4年3月31日

472,952,703

令和2年5月27日
令和3年3月24日

合　　　　　　計 発掘調査 26件　　合計対象面積 58,179㎡

令和3年6月30日

（流山市・柏市・東金市・八千代市・銚子市・
市原市・芝山町・市川市）

686,078,000

令和3年4月1日

令和4年3月22日

（消費税を除く）(円)

（消費税を除く）(円)

備　　　　考



（２）埋蔵文化財の出土品整理、報告書刊行
ア　報告書の刊行
番
号 報　　　告　　　書　　　名 備　　考

1 第789集

2 第790集

首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書40　－成田市大安場Ⅴ遺跡（2）－

東京外かく環状道路埋蔵文化財調査報告書16　－市川市北下遺跡（13）・（15）～（17）－



（３）　普及事業等

　　ア　普及事業
 番

 号

2

出土遺物公開事業 【展示会場】
（１）市立市川歴史博物館
　会期　令和3年7月24日(土)～令和3年9月12日(日) 　  44日間       入場者　 2,686名
（２）八千代市立郷土博物館
　会期　令和3年10月16日(土)～令和3年12月5日(日)　　43日間      入場者 　2,558名
（３）袖ケ浦市郷土博物館
　会期　令和4年1月15日(土)～令和4年2月27日(日)      37日間      入場者 　3,214名

                             　　　                                  展覧会入場者総数　 8,458名

【展示解説会】
（１）市立市川歴史博物館
     実施日　令和3年7月31日（土）・8月14日（土）・9月4日（土）  　　  参加者数37名
（２）八千代市立郷土博物館
     実施日　令和3年10月23日（土）・11月6日（土）・11月27日（土）　  参加者数57名
（３）袖ケ浦市郷土博物館
     実施日　令和4年1月16日（日）・2月19日（土）　　　　　　　 　　　　　参加者数35名

【ワークショップ】（ペーパークラフト）
（１）市立市川歴史博物館
     実施日　令和3年8月8日（日）・8月21日（日）　　　　　　　　　　　 　 参加者数20名
（２）八千代市立郷土博物館
     実施日　令和3年10月30日（土）・11月13日（土） 　　　　　　　　　   参加者数33名
（３）袖ケ浦市郷土博物館　中止

【講　座】
（１）市立市川歴史博物館
     実施日　令和3年8月29日（日）　　　　　　　　　　　  　　               参加者数27名
（２）八千代市立郷土博物館
     実施日　令和3年11月20日（土） 　　　　　　　　　　                     参加者数47名
（３）袖ケ浦市郷土博物館　中止
　
【講演会】
　会　場  千葉県立中央博物館講堂　令和4年1月22日（土）　　　       参加者数62名

　出土品の有効活用及び県民の埋蔵文化財への理解促進と文
化財保護思想の普及を目的とする事業である。
　令和３年度は、「らくがく縄文館－縄文土器のマナビを楽しむ
－」と題し、３会場（市立市川歴史博物館・八千代市立郷土博物
館・袖ケ浦市郷土博物館）で、一般の人々が楽しく「縄文土器」を
学ぶことができるように、県内を中心とした出土資料と解説パネ
ルにより、わかりやすく解説した。
　あわせて関連事業として、展示解説会、ワークショップ、講座、
講演会を開催した。
　なお、本事業は、令和３年度国宝重要文化財等保存・活用事業
費補助金（「地域の特色ある埋蔵文化財活用」）事業の交付を受
けて実施した。

１－１文化財の発掘調査及び普及啓発事業（公益目的事業）

 事　　　　項  内　　　　　　　　　　容 備　　　　　考

1
遺跡見学会 　発掘作業及び整理作業の成果を、児童・生徒を含む県民に広く

公開して、埋蔵文化財への理解と関心を深める一助とする。
令和３年度は、事業者の要望及び新型コロナウイルス感染症の拡大により、開催を見送った。



 番

 号

1,169,518

  令和02年度　　　　〃 1,948,409    カウント数減少

  令和元年度　　　　〃 1,932,915

　平成30年度　　　　〃 1,938,756

　平成29年度　　　　〃 2,127,246

　平成28年度　　　　〃 2,735,738

　平成27年度　　　　〃 3,434,027

　平成26年度　　　　〃 3,691,651

　平成25年度　　　　〃 2,844,937

　平成24年度　　　　〃 789,884

　平成23年度　　　　〃 189,237

　平成22年度　　　　〃 157,356

3

広報紙の発行 　当財団の業務内容や埋蔵文化財について広く一般に紹介し、
発掘調査や埋蔵文化財が身近なものであることの認識を深めて
もらうとともに、文化財保護の重要性について理解を図るため、
広報紙を作成し、学校及び生涯学習施設等に配布した。

4

年報の刊行 　令和2年度事業の内容や成果等を取りまとめて「年報」を作成
し、配布した。

「千葉県教育振興財団文化財センター年報 No.46－令和2年度－」 （令和3年8月31日発行）
　Ａ４版　700部
　配布先　教育委員会、大学、博物館、図書館等

5

ホームページの公開 　当財団の業務と調査成果等を全国に紹介した。
　展覧会、現地説明会、各種事業について随時掲載した。また、
広報紙・研究連絡誌のダウンロードページを更新した。
　併せて、調査報告書一覧、パンフレット類、申請書類、所在地・
連絡先を掲載し、配布業務の軽減を図った。

 事　　　　項  内　　　　　　　　　　容 備　　　　　考

「房総の文化財」61号（令和4年3月15日発行）
　Ａ４版　10,000部
　配布先　博物館、図書館、公民館、県内小中学校等

　令和03年度年間総アクセス数 ※令和3年11月以降カウンターの故障によりアクセス



　　イ　研究事業（各種研修・全国埋蔵文化財法人連絡協議会等を含む）

1

2

4

令和3年6月17日（木）

令和3年7月16日（金）
令和3年12月17日（金）

令和3年6月8日（火）
令和4年3月23日（水）
　
中　止

 
中　止

   参　　加

   参　　加
　 参　　加
 
   参     加
   参　　 加

 
 

全国埋蔵文化財法人連
絡協議会等

○全国埋蔵文化財法人連絡協議会第42回総会
　
○令和3年度関東ブロック第１回協議会（総会）
○令和3年度関東ブロック第２回協議会
 
○令和3年度第１回関東考古学フェア実行委員会
○令和3年度第２回関東考古学フェア実行委員会
 
〇関東考古学フェア実行委員会主催
  遺跡発表会「発掘された関東の遺跡2021」
　
○令和3年度全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会

内　　　　　　　　容

研究連絡誌の刊行   技術職員の資質向上及び相互の調査研究に係わる研鑽のため、 研究連絡誌第85号・第86号を刊行した。
　Ａ４版　750部
　配布先　教育委員会、大学、博物館、図書館等

オンラインによる総会

紙面開催（メールによる開催）
紙面開催（郵送等により実施）

メールによる遠隔開催
メールによる遠隔開催

〇職員研修会 令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、開催を見送った。

3

各種研修会等

調査・研究図書の整備 　埋蔵文化財発掘調査報告書等の資料整理・公開などを実施した。
　　蔵書データ数134,982冊
　　令和3年度受入図書2,387冊（購入255冊、寄贈2,029冊、他103冊）
　　令和3年度図書室利用状況（利用者数3,164人、貸出数3,636冊）

番
号

事　　　　　項



１－２　労働者派遣事業（収益事業）

埋蔵文化財発掘調査の円滑な実施に寄与するため必要な労働者を派遣して行う本事業は、該当する事業の受託がなかったため、実施しなかった。



（１）「房総のむら」指定管理業務受託に係る事業

千葉県教育委員会からの指定を受け、房総のむら（千葉県印旛郡栄町龍角寺１０２８）の管理運営を行った。

ア　契約期間　　平成３１年４月１日～令和６年３月３１日（５年間）

イ　指定管理契約金額　　２，０３２，６４８千円（税込）　　

　　（内訳　　Ｒ元：415,400千円　Ｒ2：400,152千円　Ｒ3：378,696千円　Ｒ4：419,200千円　Ｒ5：419,200千円）　

ウ　利用状況等（総括）

Ｒ3年度 Ｒ2年度 前年度比

306 197 109

129,111 68,224 60,887

　うち有料 39,556 21,908 17,648

　うち無料 89,555 46,316 43,239

団体数 176 22 154

団体入館者数 18,668 3,912 14,756

個人入館者数 110,443 64,312 46,131

外国人入場者数 1 38 △ 37

　うちタイ 0 4 △ 4

　うち台湾 0 0 0

　うちその他 1 34 △ 33

体験者数 55,388 17,333 38,055

　うち当日体験 44,860 16,638 28,222

　うち予約体験 2,217 489 1,728

　うち団体体験 8,311 206 8,105

ロケ使用回数 19 9 10

　うち映画 4 0 4

　うちﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏ 4 5 △ 1

　うちＣＭ 1 1 0

　うちその他 10 3 7

２　社会教育等支援事業（公益目的事業）　及び　県立施設における利用者サービス事業等（収益事業）　

開館日数

入館者数



エ　主な年間事業の報告

実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

【体験・実演】

通年 129,111

収益（税抜）

378,347,259

10/2(土)～ 27,809

　11/23(火・祝)

5/3(月・祝)～ 5,635

 　5/5(水・祝)

8/7(土)・8/8(日) 188 費用（税抜）

421,864,077

通常の土日対応

11/3(水・祝) 2,242

1/5(水)・1/6(木) 1,814

さくらまつり 2,333

伝統文化入門 105

6月20日：和太鼓（締太鼓）入門 (45)

8月1日：南京玉すだれ体験 (33)

1月15日：いけばな入門 (18)

2月20日：日本酒入門 (9)

7/30(金) 5

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

「みんなでお正月」をテーマに、伝統的な正月飾りの展示や正月ならではの体験や大道芸
を実施した。和服の方は入場無料。

館内で咲き誇る約300本の「桜」を広く県民に紹介し、「春」や「桜」に関する実演、体験を実
施した。

【講座・講演会・見学会等】

日本の伝統的な芸能などの実演及び体験、講演をとおして、日本文化への理解を深めて
いただいた。

教員を対象に「房総のむら」についての理解を深め、学校で利用する際の学習計画の立案
や事務手続きのポイント等を説明した。

初夏の陽気や気候の中で端午の節供にちなんだ様々な実演や体験、展示を実施すること
で、房総のむらの活動を県民にアピールするとともに、「3密」を回避できる開放的な施設で
あることを周知した。

（秋のまつり　10/2・10/3）　中止

教員のための博物館利用研修会

むらのお正月

（むらのお正月　1/2・1/3）　開催日の変更

【イベント】

子どもの日

（春のまつり　5/3～5/5）　中止

事業種別

農家では野菜の収穫や農具体験、ぼっち笠作りの実演などを行い、商家や武家屋敷など
では、茶道、そば打ち、太巻き寿司作り、絵付け、紙漉きなどの体験のほか、杉玉作りなど
の実演も行った。

県内各地に伝わる民俗芸能の中から神楽や囃子、獅子舞を取り上げ、その一部を実演
や、収録した映像により、地域に伝わる芸能の有り様を伝える機会とし、芸能で使用する面
や採物、楽器などを展示、解説パネルを設置し、展示解説書を作成した。また、会期中に
「登戸の神楽囃子」「鶴峯八幡の神楽」の上演を行った。

「夏を楽しむ」をテーマに夏にちなんだ製作体験や大道芸パフォーマンスを行うとともに、夏
の暑さからのがれて涼を求める風物詩を再現した。浴衣の方は入場無料。

澄み切った青空のもとで、様々な実演や体験、展示を実施することで、房総のむらの活動
を県民にアピールするとともに、「3密」を回避できる開放的な施設であることを周知した。入
場無料。

むらの夏

（むらの縁日・夕涼み　8/7・8/8）　中止

むら秋日和

（ふるさとまつり　11/3）　中止

3/26(土)・
3/27(日)

6/20(日)・
8/1(日)・
1/15(土)・
2/20(日)

主な事業・企画名

農家・商家・武家屋敷などでの体験・実演

【展覧会】

屋外展示「千葉の民俗芸能」



実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

里山観察会 20

10月10日：野生のきのこ (10)

11月27日：コケ植物 (10)

親子を対象に自然に親しんでもらうため、体験的な観察会や教室事業を行った。 31

7月10日：夜の虫たち（夏） (18)

9月25日：やさしいきのこ観察会 (13)

野鳥観察会 2/19(土) 房総のむら及び周辺で見られる冬の野鳥の観察会を行った。 15

外部講師による講演会を行い、文化財保護思想の普及を図った。 63

6月13日：常陸国の窯跡と阿波寄合窯跡 （31）

10月24日：縄文土器のマナビを楽しむ （32）

12

9月20日：船橋市 (7)

3月13日：野田市 (5)

日本の伝統芸能を堪能できる落語会を２回開催した。 127

6月26日：柳家三三 (57)

1月30日：柳家三三 (70)

11/23(火・祝) 185

【物品販売】 収益（税抜）

　売店 通年 5,261,110

【ロケ】 随時 費用（税抜）

3,796,492

事業種別 主な事業・企画名

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

利用者
サービス事業
（収益事業）

房総座（房総のむら落語会）

千葉県立中央博物館と連携し、房総のむらの豊かな里山の自然環境を活かして、植物な
どの自然観察会を行った。

江戸時代に栄え、今にその歴史を伝える北総の名所をめぐり、歴史的な建造物や当時の
生活などへの理解を深めた。

7/10(土)･
9/25(土)

6/13(日)・
10/24(日)

北総江戸めぐり

（10月31日：柳家三之助）　中止

ユニセフ･ラブウォーク in 房総のむら 房総のむらとその周辺を会場に、歴史と自然を学びながら、国際理解を深めることを目的
とした事業を実施した。千葉県ユニセフ協会との共催事業である。

6/26(土)・
1/30(日)

10/10(日)･
11/27(土)

房総のむら総合案内所「総屋」において、房総の伝統的工芸品や来館の記念となる房総
のむらオリジナルグッズ、生産物等を販売した。

テレビ朝日「津田梅子」などのドラマ、NHK「コズミックフロント 江戸のダ・ヴィンチ 国友一貫
斎」、フジテレビ「ドッキリGP」やCMなど計19件のロケを受け入れ、房総のむらの知名度向
上に役立てた。

考古学講座

子ども里山観察会

9/20(月・祝)・
3/13(日)



（２）「鴨川青少年自然の家」指定管理業務受託に係る事業

千葉県教育委員会からの指定を受け、鴨川青少年自然の家（千葉県鴨川市太海１２２－１）の管理運営を行った。

ア　契約期間　　令和３年４月１日～令和８年３月３１日（５年間）

イ　指定管理契約金額　　５６４，２７２千円（税込）　　

　　（内訳　　R3：117,484千円　R4：111,697千円　R5：111,697千円　R6：111,697千円　Ｒ7：111,697千円）　

ウ　利用状況等（総括）

　※カッター研修は、令和３年度は新型コロナ感染症拡大防止対策を講じながら再開した。

R3年度 R2年度 前年度比

340 278 62

25,235 18,924 6,311

12,352 8,229 4,123

346 274 72

　うち個人 7 1 6

　うち団体 339 273 66

ｶｯﾀｰ利用者数 3,628 0 3,628

ｶｯﾀｰ利用延べ艇数 149 0 149

ｼｰｶﾔｯｸ利用者数 967 2,684 △ 1,717

ｼｰｶﾔｯｸ利用延べ艇数 480 1,344 △ 864

創作活動参加者数 2,642 1,798 844

創作活動参加団体数 54 33 21

　※新型コロナ感染症拡大防止対策として、県教育委員会生涯学習課の指導を受け、受け入れ宿泊者数を
　 　定員の５０％として稼働した。

開所日数

利用者数

　うち宿泊者

団体数



エ　主な年間事業の報告

実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

春を満喫！「房総ハイキング」 4/10(土) 春の暖かい気候を感じながら、生きものや植物の春の様子を観察した。 20

4/24(土) ダッチオーブンを使ったアウトドア料理をみんなで協力しながら作り、野外での食事体験を楽しんだ。 9 収益（税抜）

113,918,951

5/5(水・祝) 海と森をつなぐみちを歩き、自然とふれ合いながら寺社を巡り房総の魅力を再発見した。 20

7/10(土) 中止

22

7/29(木)～30(金) カブト虫等の採集を通して自然とふれあい、自然や環境を大切にしようとする心を養った。 20

8/10(火) 塩ビ管の特性を活かしたオリジナルな水鉄砲を作り、その水鉄砲を使ってゲームを楽しんだ 26

8/19(木) 体験活動の大切さを確認し、野外炊事活動の指導力向上を図る。 中止

8/23(月) 中止 費用（税抜）

117,019,251

8/29（日） 10

9/5(日) 中止

11/14(日) 中止

11/14(日) 作品数

1965点

11/27(土) 地元ガイドの説明を受けながら楽しく歩き、晩秋の房総の山を満喫した。 20

12/4(土) 22

穏やかな内房の海を、バディと協力してカヤックで滑走する楽しさを体験する。波・風・潮流
を五感で体感しながら、自然の面白さを参加者全員で共有する。

子どもから高齢者まで年代を超えた様々な方が鴨川青少年自然の家に集い、「鴨青まつ
り」をともに運営したり、楽しんだりすることにより、相互の理解を深める。

鴨川青少年自然の家の利用団体及び安房地域の園児、小中学生から絵画や書写等の作
品を広く募集展示し、受賞者を表彰した。

館山の海に生息するウミホタルの採集や観察、発光実験等をとおして、南房総の自然の素
晴らしさを体感するとともに、環境保護に対する意識を高めた。

晩秋の房総の山を歩こう

ウミホタル観察会

千葉県立中央博物館分館海の博物館の研究員を講師に招き、磯観察を通して海や磯の
生き物への関心を高める。

鴨川青少年自然の家の特色であるシーカヤックを通して、マリンスポーツの楽しさと親子の
絆を深めた。

サーフィン発祥の地である鴨川の海岸でサーフィンの楽しさを体験すると共に、海の環境に
ついて関心を高める。

バディと協力して、波・風・潮流を五感で体感しながら、シーカヤックツーリングを楽しんだ。
鴨川松島の動植物に触れ、自然の素晴らしさを参加者全員で共有した。

7/22(木・祝)～
23(金・祝)

事業種別 主な事業・企画名

春が来た！「アウトドア料理を作ろう」

海と森をつなぐみち

初心者サーフィン教室

シーカヤック大冒険～内房編～

第３３回鴨青まつり

第９回ブルーダック子ども文化展

カブト虫やクワガタ虫を探そう

磯の生き物を観察しようIN松島

親子でスキルアップシーカヤック

真夏のウォータースプラッシュ２０２１

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

シーカヤック大冒険～外房編～

ブルーダック野外活動研修会



実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

12/12(日) ビーチコーミングにより、汚染されゆく自然を認識するとともに、環境を守ることの大切さを学んだ。 18

12/19(日) 新年の健康と幸せを願いながら、手作りのミニ門松を作った。 19

1/13(木) 23

1/23(日) 17

2/6(日) 中学生向けに講師を呼び、卓球の技術向上を図る。 中止

2/19(土) 4

2/25(金) 中止

3/6(日) 中止

3/21(月・祝) 中止

通年 延べ45

通年 延べ240

11/27(土)・28(日) 延べ772

12/5(日)

1/16(日) 中止

9/25(土) 中止

子どもたちにたくさんのよい本に出会わせ、豊かな心の成長を育むことについて、児童文
学作家や絵本作家を招き、教師、父母と学び合う。

地域の土曜スクールへの支援事業で、子どもたちに様々な活動の場を提供し、社会経験を
増やすとともに好ましい人間関係づくりを学んだ。

鴨川市内・市外のソフトボールチームの親善試合をとおして、技術の向上や近隣地区の子
ども同士の親睦を深めるとともに、青少年の健全育成の一助とした。

世界の子どもたちの支援活動を行うユニセフについての学習会を行うとともに、地曳網体
験をとおして豊かな心の育成を図る場とする。

多くの民話が残っているカノープス（布良星）を探したり、２月の星空を観察することで、鴨
川の自然の素晴らしさを体感します。

ペットボトルロケットコンテストin鴨青

アウトドア料理を作ろう ダッチオーブンを使ったアウトドア料理をみんなで協力しながらつくり、野外で食べる楽しさ
を体験した。

普段使ったことがないeバイク（自転車）に乗って、鴨川の里山を散走する楽しさを体感す
る。風を感じながら景色を楽しみ、鴨川の再発見をする。

自然再発見をテーマに水辺の動植物に触れ合いながら、カヤックツーリングを楽しむ。ゴー
ルした達成感を参加者全員で共有する。

地曳網体験とユニセフ学習会

この本だいすき房州鴨川セミナー

ブルーダック旗争奪親善少年ソフトボール大会

カヤック大冒険～みずうみ編～

ブルーダック子ども教室

スポーツを通して、チームで協力することの大切さや人との触れ合い、コミュニケーションを
取る楽しさを学び、地域交流を深めた。

手作りのおもちゃ作りをとおして創造力を培い、親子でペットボトルロケットを作りながら触
れ合い、コミュニケーションを豊かにした。

ブルーダック海の宝探し

お正月を彩るミニ門松づくり

第３回鴨青オリパラピック

地域の子ども会や学童クラブへの支援事業で、各会に所属する子どもたちが様々な活動
を経験することにより、生活体験を増やし好ましい人間関係づくりを学んだ。

太平洋から昇るカノープスを探そう

里山サイクリングを体験しよう！

ブルーダック土曜スクール

事業種別

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）

スキルアップ卓球教室

主な事業・企画名



実施期日 事業概要 利用者数(人) 収支金額(円)

11/28(日) 62

11/14(日)～16(火)

5/6(木)～7(金) 8

10/9(土) 中止

通年 利用者の利便性の向上を図るため、自動販売機を設置して清涼飲料水などを提供した。

収益（税抜）

213,215

費用（税抜）

172,581

第５１回鴨川市文化祭

ピアノで辿るクラシック音楽

共催としては
実施しなかっ
た

全国のサイクリストを千葉に迎え、美しい自然と人情あふれる房総路を自らの体力と気力で走
ることを目的とし、スピードを競わず交通法規と大会規定を守り、完走した人を賞する大会とす
る。

主な事業・企画名

生のクラシック音楽の演奏を市民に提供する場を作ることで、鴨川青少年自然の家が文化
芸術の振興の一端を担えた。

市民が芸術文化に親しみ、参加する機会を提供し、創作活動、鑑賞活動の普及奨励に資する
ため、市民から作品・資料等を募集し、これを市内公共施設に展示して、広く一般市民に公開
する。

普段学校ではなかなかできない体験学習を計画し、自然体験や調査・発表、交流活動など
をとおして、充実した学びの場とした。

利用者
サービス事業（収

益事業）

利用者サービス事業

セカンドスクール豊かな体験・確かな学び

ツール・ド・ちば２０２１

事業種別

社会教育等
支援事業

（公益目的
事業）



　千葉県スポーツ振興基金の運用益による継続的な財源の下、県内のスポーツ団体等への助成を通じ、千葉県の生涯スポーツ及び

競技スポーツの振興を図った。

　実施した。

（１）造成事業
　　ア 造成状況
　　  　県・市町村出捐金 0円
　　　  企業・団体・個人などの民間寄附 571,302円
　　　  記念品付募金（クオカード） 1,198,650円
　　　　自動販売機手数料 474,322円
　　　　　　　　　合　計 2,244,274円

　　イ 造成累計　 1,243,108,281円 ・・・造成進捗率（62.2％）

（２）助成事業
　　  助成状況
　　　　千葉県スポーツ協会 1件 3,190,000円
　　　  千葉県レクリエーション協会 1件 1,070,000円
　　　  千葉県スポーツ推進委員連合会 1件 283,780円
　　　  市町村 26件 3,963,789円
　　　  千葉県障がい者スポーツ協会 1件 340,000円
　　　　総合型地域スポーツクラブ 10件 711,920円
　　　　　　　　　合　計 40件 9,559,489円

（３）運営

 　千葉県スポーツ振興基金 　　本県のスポーツ事業やレクリエーション活動の振興を図るため，スポーツ振興基金の管理運営に関する業務を

事　業　名 事　　　業　　　概　　　要

　の管理運営

        千葉県スポーツ振興基金募金推進委員会幹事会　（令和　３年　４月１４日）書面による
        　　　　　〃　　　　　募金推進委員会　　　　（  　〃　　　５月１８日）書面による
        　　　　　〃　　　　　助成事業説明会　　　　（　　〃　　　９月　３日）中止　資料配付により説明

３　千葉県スポーツ振興基金の管理運営事業（公益目的事業）

        　　　　　〃　　　　　審査委員会　　　　　　（　　〃　　１２月　３日）



４ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況 

 

当財団では、理事及び職員の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため、各規程及び各要綱等を整備し、これに基づき、具

体的な取り組みを行っています。 

 また、当該規程等の運用状況について重要な不備がないか、管理部門及び事業部門において常時、相互チェックを行っています。令和３年

度の具体的な取り組みは次のとおりです。 

 

(１) 内部監査 

内部監査実施要領に基づき、財団運営の適正かつ能率的な運営に資することを目的として、対象所属の事務の実施状況等を確認した。 

これによる特筆すべき注意事項等はなく、概ね適正であった。 

なお、令和３年度は鴨川青少年自然の家において、実施した。    

 

(２) 個人情報関係の監査 

    個人情報保護基本規程に基づき、監査員を編成し、監査計画により個人情報の適正管理について内部監査を実施するとともに、不適

合事項及び改善を要する事項の相互確認を行い、適正な個人情報の取扱い等の確保に努めた。 

 

(３) コンプライアンス研修 

    新型コロナ感染症拡大防止対策として、大勢を集めての実施はせず、上記(２)の監査員研修の際に少人数で実施した。 
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